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新旧の遭遇 一 Dombey and Son とウラニア慈善

小西 千鶴

序

チ ヤールズ・デ イ ケ ンズ (Charles Dickens) は、 売春婦の更生施設で あるウ

ラ ニア ・ コ テ ツ ジ (Urania Cottage) の創設 と 同 じ時期に、 Dombey and Son 
(1846-48) の執筆、 連載 を開始 した。 翌月の1846年 6 月には、 John Forster に ' I 
think the general idea of Dombey is interesting and new and has great material 
in lt.' (Foster 462) と語 り 、 彼がこ の作品に新 しい可能性 を見ていたこ と が示

さ れてい る。 'Hungry Forties' と 呼ばれる減退の時代 を描 く こ の作品は、 後に

彼の作家人生の分岐点と評され、 作家の精神と時代背景のつながり、 帝国主義

についての見解、 そ して ジェ ンダーと キヤピタ リ ズムの関連性な ど多様な観点

から論 じ られてき た。' も ちろんこ の作品には、 40年代の鉄道投機熱 を揶揄す

るス タ ツグズ ・ ガーデ ンのよ う に、 当時の社会的現実の写実的な描写も ある。 

しか し、 それ以上にデ イ ケ ンズが本作品で注視す るのは、 当時のイ ギリ ス社会

が過去の時代からひきついだ古い体質である。 たと えば1834年の新救貧院法に

よ っ て非人道的な施設と化 した救貧院の実体 ( 01zver Twist) や、 日常的に私

生児が虐待 さ れ社会問題 と な っ てい た ヨ ー ク シ ャ ーの寄宿学校 (Nicholas 
Nickleby) な どのよ う に、 当時の法律や システ ムを直接批判す るのではな く 、

40年代とい う変革期に書かれた Dombey and Son において、 デイケンズは、 む

し ろ過去から引き継いでき た慣習や伝統とい っ た社会の根源をなす問題に視野

を広げた。 そ して、 その視点の変化が、 デ イ ケ ンズ を創作上の転機へと 導い た

ので あ る。

さ ら に重要なのが、 こ の人生の大き な転機に、 デ イ ケ ンズが手がけたウラ ニ

ア慈善と の関連である。 刑務所 を出所 した売春婦た ちを収容 して、 その社会復

帰 を図るための保護施設であるウラ ニアが、 デ イケ ンズ小説に与えた影響につ

いては、 すでに多 く の批評家が論 じてい る。2 しか し、 こ の保護施設創設の発

1 例えば Chesterton 130, Perera 59-77を参照。

2 例えば、 Slater は、 堕ちた女性の贖罪におけ る変化 を指摘 し (345-47) 、 Winnifiri th は、 よ り

現実味 を帯びた女性の人物造形に着眼する (95)。 Pope においては、 作家の移住におけ る肯定

的な態度の変化 を指摘 してい る (186-187) 。 ウラ ニアに入所 した女性についての詳細は Janes, 
Hartley, Takei, を参照。 
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案者で事業の資金提供者で あ る ア ン ジェ ラ ・ バーデ ッ ド = ク ー ツ (Angela 
Burdett-Coutts) と の対立がデ イ ケ ンズに与えた影響については、 ほと んど論 じ

られてい ない。 当時ロ ン ド ンで最も有力な銀行のひ と つで あっ たク ーツ銀行

(Coutts & Co) の後継者で、 Sir Frances Burdett (5th Baronet) を父に持つ歴

代領主の家柄のク ーツは、 こ の施設作り において も、 古い慣習 を重視 した。 そ

れに対 して父親が破産 して債務者監獄に入れられ、 労働者の少年に混 じっ て靴

墨工場でラベル貼り の仕事に従事する貧 しい幼少時代を経た後に、 小説家と し

て成功 して財 を築いたデイケ ンズは、 現実的な対応 を主眼とす る施設作り を日

指 した。 両者 をそれぞれ、 単な る生まれの違いによ る新旧の価値観の体現者 と

見るこ と も可能だが、 一方で男性の権威が支配的な時代に、 デイケ ンズはこ の

ウラ ニア創設の過程で、 事業の決定権を女性であるク ーツに委ねざる を得ない

とい う 、 思い もかけない新たな立場におかれるこ と になっ た。 つま り 、 ジェ ン

ダーに関す る点では、 ク ーツの方が新たな価値 を体現す る存在だ っ たこ と にな

る。 一般に男性の所有物と認識されがちな女性の立場 を、3 類まれな財力によっ

て逆転 したク ーツは、 おそ ら く 、 夜の通 り に溢れかえ る売春婦以上に大き なイ

ンパク ト をデ イケ ンズに与えたはずだ。

物語は、 ロ ン ド ンのシテ イにその名 を轟かす ドン ビー父子商会の永続を望む、

伝統的な家長 ド ン ビー (Dombey) と 、 その専制的な父親から女性ゆえに無価

値な存在と 拒絶 されながら、 ひたす ら父 を思 う娘フ ロ ー レ ンズ (Florence) と

の父娘関係 を中心に、 商会と家庭とい う 2 つの 「家 home/house」 の構築をテー

マに展開す る。 次世代へのバ ト ン タ ッチはど う な るのか。 未来 を託す相手は、

女性で もいいのか。 旧式な価値観の蔓延る英国の商会と家庭を舞台に、 新旧の

世代交代 を主題 とす るこ の作品には、 ウラ ニア とい う売春婦のための Home づ

く り と、 事業の決定権を握る女相続人ク ーツ と の葛藤 を通 して、 家父長中心の

社会を見直 し、 女性 をも含めた Home と しての国家の構築に思い至っ た、 作家

の意識の発展を読みと るこ と ができ る。 小論では、 旧世代と新世代の交差に焦

点をあて、 新時代の到来 を期待 させる女性像を中心に、 作家の社会意識 を考察

したい。 

3 女性は、 男性の所有す る もの を次の血族につ な ぐパイ プ役 と して、 相続におけ る法律の観

点から所有物 と みな さ れた。 父親は娘が結婚前に誘惑 さ れた場合、 ま た夫は妻の不貞行為に

対 し、 それぞれの加害者 を訴え る こ と がで き た。 こ れは、 所有地の不法侵入 と 同扱い で、 自

身の所有物で ある娘、 妻の体への不法侵入 と さ れた。 The M arriage Act of 1697では、 妻の不

貞行為によ り 「跡継ぎ」 が危険に さ ら さ れた場合にのみ、 上流階級には離婚が認められた。 

中産階級に認められた The Matrimonial Causes Act of 1857で も同原則が適用 さ れた。 また、

父 も し く は夫が、 娘、 妻 を暴力の危険に晒 し て も法的な罰則 を受け る こ と はなかっ た。 こ の

よ う な父権の絶対性 を、 18世紀の法学者 William Blackstone は、 ' the empire of the father'、
女性側 を 'entitled to no power' (453) と述べた。 



新旧の遭遇 一 Dombey and Son と ウラニア慈善 149 

1 . 危う い旧世代 一 absolutely masculine system
Dombey and Son の冒頭は跡取り息子の誕生を見守る父 ドン ビーの描写で始

ま る。 息子はこ の世に誕生 して 「48分」、 父 ド ン ビーの年齢は 「48歳」 (11) と

す るユーモ ア も さ る こ と ながら、 親子のつながり が数字にのみ還元 される情の

欠けた家庭のあり方が、 こ こ で印象づけ られる。 小説冒頭から読者は、 既に主

人公の人生が半世紀近 く 経過 した時点に立た されてい るこ と にな る。 そ して、

ド ン ビーとい う人間を形成 してき た、 物語では決 して語られるこ とのない こ の

半世紀に亘る時間こ そが、 待 ちわびた跡継ぎ息子に対す る ド ン ビーの何 と も ぎ

こ ちない態度の根源にある。 カ ムテ ン ・ タ ウンにおけ る鉄道敷設や鉄道投機の

描写が明 らかにす る よ う に、 1840年代のイ ギリ ス を舞台 と す る Dombey and 
Son において、 物語の冒頭で48歳と 紹介 される ド ン ビーは、 ジ ョ ー ジ三世から

四世、 ウイ リ アム四世を経て、 1837年のウ、ィ ク ト リ ア朝へと 、 イ ギリ スが大き

な変化を経験 した時代を生きてきたこ と になる。 と り わけジ ョージ王朝から ヴイ

ク ト リ ア朝への移行は、 様々な社会変革に加え、 王から女王へとい う君主のジェ

ンダーの転換 も あっ た。

女王が君臨す る ヴイ ク ト リ ア朝とは異な り 、 ジ ョ ー ジ王朝は基本的に男性的

な世界だっ た。 たと えば、 ジ ョ ー ジ王朝を象徴す る出来事のひ と つに、 フ ラ ン

ス との戦争 (1793-1815) がある。 愛国心が叫ばれ anti-French を合言葉に軍の

増強が図られた。 さ らに、 摂政皇太子の時代にな る と 、 賛沢な生活様式が話題

と なり 、 彼がブライ ト ンに建設 した Royal Pavilion の煌びやかさは、 拝金主義

の風潮 をにわかに社会に漂わせたとい う。4
鉄道の敷設とい ういわゆる40年代に特有の社会現象 を描き ながら も、 こ の戦

争 と 金銭が支配す る摂政皇太子時代の男性的な社会の名残 り を Dombey and 
Son は描い てい る。 と り わけ、 ド ン ビー商会の長 ド ン ビーは、 ' the house had 
been inhabited for years by his father, and in many of its appointments was old 
-fashioned' (35) と描かれて、 母親不在の旧式な家長と してのあり方が強調 さ

れる。 そのこ とは、 彼が常に愛国心の象徴と もいえる軍と同色の高価な青い コー

ト に身を包み、 ' j ingled and jingled the heavy gold watch-chain' (11) と その財

力 を表す金鎖の音を轟かすこ と から も明らかだ。 こ の ド ン ビーの姿は、 支配階

級 を主なメ ンバーと す る排他的ク ラ ブ The Sublime Society of Beef Steaks を

思わせ る。 そ こ では、 Regency gentleman の愛国心と anti-French の表象に Beef 
を掲げ、 集会では青い コー ト とべス トの着用を義務付け、 国家意識の称揚を図つ

4 George IV は、 政治には興味 を示 さず、 数々の優れた芸術品の コ レ ク タ ーで あり建築家やデ

ザイ ナーのパ ト ロ ンで あっ た。 常に、 高級品や 「楽」 を追求 し善 し と す る彼の生活様式は、

特に厳粛なキリ ス ト 教徒から忌み嫌われたと い う (Plumb 158-78)。 
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た。5 カ ト ル船長 (Captain Cuttle) も ま た青のユニ フ ォ ーム を着用 し、 バ グス

ト ッ ク少佐 (Major Bagstock) の顔色も愛国心と保守派の象徴で ある青が強調

さ れ る。

しかも、 'The earth was made for Dombey and Son to trade in' (12) と描

かれるよ う に、 ド ン ビーは商会の利益 を何よ り も重視 し、 貧民 を忌み嫌っ て、

乳母と して雇っ たポリ ー (Polly Toodle) を家族から引き離 した う えに男性的

な名前リ チ ヤーズ (Richards) に呼び変えて しま う。 妻フ アニー (Fanny) は、

ド ン ビーには絶対服従で、 男の子 を産むこ と を生き がいに しなければな らず、

6 歳の娘は 'a Bad boy' (13) と同 じ無価値の存在で しかない。 こ こ では女性

的なものは影 を潜め、 ウ、ィ ク ト リ ア朝の理想と された温かい家庭は存在 しない。

こ の ド ン ビー家の状況は、 マルク ス とエ ンゲルスが工業化の結果と して提示

した人間関係 を思い起こ させ る。6 娘のフ ローレ ンズを 'merely a piece of base 
coin that couldn't be invested' (13) と言 う ド ン ビーは、 いわゆる金銭的人間

関係 を家庭に持 ち込んでい るのだが、 じつはこ の点に、 ジ ョ ー ジ王朝から ウ、ィ

ク ト リ ア朝に至る家庭観の大き な変容がある。 とい う のも、 先の時代とは異な

り、 ウ、ィ ク ト リ ア朝では ピューリ タ ン的自助の生き方の上に一家団築のマイ ・ 

ホーム主義が家庭生活の理想と してひ ろ く 定着 し、 たと え王であろ う と家庭内

では夫と しての役割 を果た さ なければな ら ない とい う考えが主流と なっ たから

で あ る。7 こ の一家団築の理想に与 しない ド ン ビーは、 一見 したと こ ろ、 摂政

皇太子時代の道徳的退廃と は対照的に見えながら、 じつはヴイ ク ト リ ア朝とは

相容れない思考の持 ち主とい えるのではないか。 

5 ジ ョ ー ジ四世や ク ー ツの父 Sir Frances Burdett、 1st Duke of Wellington も会員だ っ た。

6 「ブル ジ ョ ワ階級は、 どこ で あれ、 支配 をにぎ るにいた っ た と こ ろ では、 封建的で、 家父

長的で も あれば牧歌的で も あっ た一切の関係 を破壊 し た。 かれ らは、 人間 を血のつ ながっ た

その長上者に結び付けてい た色と り どり の封建的きずな を容赦な く 切断 し、 人間と人間と の

あい だ に、 赤裸々な利害以外の、 つ めたい現金勘定以外の どんな き ずな を も残 さ なかっ た。

ブル ジ ョ ワ階級は、 家族関係から その感傷的な ヴェ イ ル を取 り去っ て、 純粋な金銭関係に変

えて しまっ たので ある」 (マルク ス、 エ ンゲルス42-43)。

7 こ う し た家庭像の変容 を象徴的に表すのが、 1820年 ジ ョ ー ジ四世がその妻 キヤロ ラ イ ン

(Caroline of Brunswick) を不貞の罪で訴えた前代未聞の王室スキャ ン ダルで ある。 愛情のな

い政略結婚の解消 を意図 して王が起こ した裁判だ っ たが、 王自身の派手な生活ぶり に違和感

を持つ教会の法廷は王の訴え を受けいれず、 一年後に女王に対する訴訟は取り 下げ られた。

しか し、 女王の私生活が露呈さ れ醜聞に晒さ れたのに、 王は無傷と い う 不条理が保守派と 急

進派の政治的対立に発展 し、 同時にそれは国民には道徳心の問題 と し て浸透 した。 女王は 9 
ヶ月後に53歳 と い う若 さ で こ の世 を去るが、 世論は女王に同情、 ジ ョ ー ジ四世が夫の義務 を

果た し、 真の英国の父になる こ と を強く 望んだと い う (Davidoff and Hall 150-55)。 この世論

は、 ウイ リ ア ム四世 と その妻に受けつがれ、 1840年に結婚 した ヴイ ク ト リ ア女王 と アルバー

ト公 も こ れを継承 し、 その家庭がウ°ィ ク ト リ ア朝の理想と して中産階級に大いに支持 された。 
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労働 を神聖視 し、 勤勉、 節約、 努力、 忍耐 を是とす る ピュ ーリ タ ン的自助の

精神、 いわゆる当時の中産階級の倫理観や姿勢は、 家庭生活を忌み嫌っ たジ ョー

ジ四世を特徴付け る Regent London の煌びやかな生活様式の対極にある。 40年

代は、 この相対する二つの価値観が、 ひとつの社会の中に混在 した時代だっ た。 

1735年に設立された Sublime Society of Beef Steaks についての、

In the meantime, gradual changes crept over the Society; imperceptible at 
first, but with each succeeding year more and more pronounced. The declin- 
ing did not amalgamate with the rising generation. All the time-honoured ob- 
servances - follies though they were - that had been part of a system with 
the Sublime Society of Beef Steaks, were gradually sought to be ignored by 
modem members. The blue coat and buff waistcoat were discarded; the ring, 
i f occasionally produced, was a curiosity to be handed round as an object of 
art of the olden time (Arnold 33) . 

と い う記述は、 当時の社会の激 しい変容 を指す と と もに、 旧体質の人々が価値

観 を共有 しない新 しい世代と の遭遇によ っ て感 じた不安と不満 を、 如実に表 し

た ものだ。 ド ン ビーが直面す るのは、 ま さ にこ の不安なので ある。 

2 . 主従関係と世代交代

じっ さい、 時代の節目に起こ り がちな こ の新旧の対立 を、 デイケ ンズは主従

関係に見立て、 Dombey and Son で示 してい る。 た と えば、 ド ン ビー商会の所

有者 ド ン ビー と マネ ー ジ ャ のカ ー カ ー (James Carker) 。 カ ー カ ーは外国語に

精通 し カ ー ドプ レイ ヤーのよ う なスマー ト さ で業務に敏腕 を振るい、 その姿は

feline from sole to crown' (329) と 描かれて、 主人 ド ン ビーの硬直 し た あ り

方 と は対照的に、 猫のよ う な し なやか さ が強調 さ れ る。 しか も、 彼の住居は

beautifully arranged and tastefully kept' (513) と居心地がよい。 妻 を持たず、

兄や妹 と絶縁 し、 独身生活 を通す身ではあるが、 彼はま さ に、 居心地のよい家

庭の構築を求め続けたウ、ィ ク ト リ ア朝の理想の体現者と さ え見える。 しか し、

彼は しなやかなその生き方の裏に、 じつは専制的な主人の支配を も覆す危 う さ

を潜ませて もい るのだ。 ド ン ビーに ' You respect nobody, Carker,' と 問われた

カ ーカ ーは、

'No?' inquired Carker, with another wide and most feline show of his teeth. 
'Well! Not many people, I believe. I wouldn't answer perhaps, for more than 
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one ' A dangerous quality, i f real; and a not less dangerous one, i f feigned 
(196) . 

と描かれる。 こ こ で もまた 「猫のよ う な ( feline) 」 と い う形容が繰 り 返されて

い るが、 カーカ ーは、 しなやかだが狡猾な 「猫」 のイ メ ー ジに相応 し く 、 言葉

を発するたびに示される歯、 つま り本心を隠 した作り笑いが示す、 人格の二面

性が強調されてい るのだ。 ド ン ビーが Regency の男性中心主義や拝金主義を体

現す るな ら、 カ ーカ ーはヴイ ク ト リ アニズムと それに付随す る虚栄や偽善 を具

現す る と い え る。

さ ら に注目すへき は、 カ ーカーの優秀 さの陰で、 ド ン ビーの滑稽なまでの無

能さ が強調 されてい るこ と だ。 大切な客人と の歓談に、 ド ン ビーは、 有能な部

下カ ーカ ー を同席 させ る。 

M r Carker now, began to discourse upon the pictures and to select the best, 
and point them out to Mr Dombey: speaking with his usual familiar recogni- 
tion of Mr Dombey's greatness, and rendering homage by adjusting his eye- 
glass for him, or finding out the right place in his catalogue, or holding his 
stick, or the like (426) . 

ド ン ビーに対す る カ ーカ ーの細やかな配慮は、 女性的な要素 を彼が持つこ と を

う かがわせ る。 再婚 した妻のイ ーデ イ ス (Edith) を支配す るこ と が出来ない

ド ン ビーが、 カ ーカ ー を妻と の仲介役に任命す るよ う に、 ド ン ビーの威厳や虚

栄心を守るために、 彼の存在はな く てはな ら ない。 じっ さい、 カーカーが操死

す る と 、 ド ン ビー商会はま たた く 間に倒産 し、 ド ン ビーの屋敷は売 り に出され

るので ある。 つま り ド ン ビー と カ ーカ ーの主従関係が示 してい るのは、 新旧の

力の対立と その密かな逆転、 そ してその背後にひそむ女性の力なのだ。

同様の新旧の対立と主従の力関係の逆転とは、 ド ン ビーの友人で退役軍人の

バグス ト ッ ク少佐 (Major Bagstock) と 、 ネ イ テ ィ ブ (Native) と 称 される彼

の使用人 と の 「主人」 と 「奴隷」 の関係に もみられる。 ド ン ビー とバグス ト ッ

ク の出会いは、 ブ ラ イ ト ンには じま る。 ド ン ビーの息子ポール (Paul) の通 う

学校には、 バ グス ト ッ ク の旧友で あるベ ンガルの ビル (Bill Bitherstone) の息

子が在籍 してお り 、 英国での生活に馴染めない息子を心配 した親からの依頼で

ブライ ト ンに出かけたバグス ト ッ クは、 ド ン ビーと近づき になる。 こ こ で重要

なのは、 彼 ら をつな ぐ ものと して、 イ ン ドが示唆 される こ と だ。

束イ ン ド会社は、 1765年にベ ンガルの徴税権を獲得 して以来、 特権的貿易会
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社から領土支配の機構へと姿を変え、 みずからの軍隊を維持す るまでになっ た。 

会社 に よ る 侵 略 を 阻止 し よ う と 立 ち あ が っ た ム ガ ール 帝 国 の王子 た ち

(Princes) は1819年に制圧 され、 個々の社員 (商人) や軍人は、 しば しば膨大

な富をえて帰国 した (木幡 100) 。8
こ う した背景を踏ま えて、 バ グス ト ッ ク少佐 とネイ テ ィ ブの関係 を見るな ら

ば、 故国に帰れば Prince で あり、 'exile' (310) だと紹介 されるネイ テ ィ ブは、

ムガールの王子 を思わせるだろ う。 そ して、 ベ ンガルに親 しい友人 を持つ軍人

バグス ト ッ ク には、 当時ベ ンガル を支配 してい た帝国のイ メ ー ジが重ねられて

い る と 考えるこ と もでき るだ ろ う。

Suvendrini Perera は、 バグス ト ッ ク とネイ テ ィ ブの関係 をイ ギリ スと植民地

と の不当な力関係の隠喩と 見て、 ネイ テ ィ ブはバグス ト ッ ク が植民地から持 ち

帰っ た戦利品だ と 言 う (Perera 59-77) 。9 と すれば、 バ グス ト ッ ク の肥満 し た

顔や体は、 搾取によ っ て肥太っ たイ ギリ ス人の強欲を示す と読める。

1725年に ジ ョ ー ジ一世が制定 したバス上級勲章士のバグス ト ッ クは、 軍人と

して ジ ョ ー ジ王朝の父権的な旧体制 を思わせる人物で も ある。 こ こ でデ イケ ン

ズは、 旧体制 を体現す る彼 を帝国主義的な圧政 と重ねながら、 さ ら に、 その彼

が、 すでにネイ テ ィ ブがい なければ自分で衣服を着て、 ボタ ン を掛け るこ とす

ら出来な く なっ てい るこ と を示唆す るので ある。 

[-] the Native got him [Bagstock] into his great-coat with immense di ffi- 
culty, and buttoned him up until his face looked staring and gasping, over 
the top of that garment, as i f he were in a barrel. The Native then handed 
him separately, and with a decent interval between each supply, his wash 
leather gloves, his thick stick, and his hat (306-07) . 

これは、 当時の英国が実は植民地に支えられてい るこ とへの作家の皮肉だろ う。 

カ ーカ ーが ド ン ビーの男性 と しての威厳 を支え るな ら、 バグス ト ッ ク に と っ て

のネイ テ ィ ブは、 帝国的な権力を誇示す るために不可欠な存在である。 しかし、

皮肉に も、 ド ン ビーと カ ーカーの場合 と同様に、 そ う した主従関係自体が、 絶

対的と 見えた主人の無力 さ を露呈す る働き をす るのである。'°
興味深い こ と に、 デイケ ンズは、 同質の力関係の逆転を、 古代エ ジプ ト の女

王ク レオパ ト ラの異名 を持つスキュ ー ト ン夫人と その娘イ ーデ イスの関係にお

8 ムガール帝国の王子た ちについては、 Hibbert 17-19 に詳 しい。

9 The Great Exhibition に出品 さ れた品々や Punch に掲載 さ れた詩 'The Last Night in the
Crystal Palace' な どから、 イ ン ドは女性に例え られる こ と が多 く 、 Moore 99-110に詳 しい。 
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いて も、 否定的に浮き周 り に してい る。 ド ン ビーと同様に、 娘 を金銭と引き換

え可能な商品と見る母親のも と で、 商業世界の不白然な価値観 を押 し付け られ

て育て られたイ ーデイスは、 そんな母に内心反抗 しながら生き てき た。 イ ーデイ

スの 'What childhood did you ever leave to me? I was a woman--artful, design- 
ing, mercenary, laying snares for men--before I knew myself, or you' (432) と

母を責める言葉は、 母親が体現す る古い体質 を蔑む彼女の意識 を明らかに伝え

ている。 皮肉にも、 娘の最初の結婚で遺産が手に入らなかっ たこ とからスキュー

ト ン夫人は、 娘 を ド ン ビーの後妻に急いで嫁がせ る。 つま り イ ーデ イ スは母の

所有物で しかな く 、 結婚とい う法的な形 をと っ てはい る ものの、 母の生活は娘

を売っ たおかげで安泰と な る。 注意 し たいのが、 こ のイ ーデ イ スの 'mercenary 
marriage' を仲介 し、 後押 しす るのがバ グス ト ッ ク で ある こ と だ。 イ ーデ イ ス

と スキュー ト ン夫人の母娘の関係では、 常に 'duty' (472-73) '' とい う血縁の

絆が強調 されてい る。 しか し、 じつは彼女た ちの関係は、 親子の愛情とはほど

速 く 、 む し ろバグス ト ッ ク とネイ テ ィ ブの関係にも相当す る、 いわゆる搾取に

つながる ものと 考え られる。 つま り 、 スキュ ー ト ン夫人と バグス ト ッ ク と を重

ね合わせ るこ と で、 デ イ ケ ンズは、 帝国と ジェ ンダーの結びつき を示 してい る

と 考え られるだ ろ う。 そ して同時に、 ド ン ビーと カ ーカーの場合 と 同様に、 こ

こ で もデイケ ンズは、 新旧の対立の根底に女性の問題 を据えてい るこ と にな る。

奇 し く も こ れらの主従関係は、 社会によ っ て保証された ものであり 、 支配側

の ド ン ビーと バグス ト ッ ク少佐はそれぞれ英国の商人、 軍人と して、 帝国の主

軸を構成す るメ ンバーである。 そんな彼らの 「脆弱」 と もいえ る姿を、 若い世

代と対比 させて浮き彫り に し、 その背後に女性の存在を示唆す るこ と こ そ、 作

家の思惑ではなかっ たか。 つま り これらの主従関係と 、 その思いがけない転倒

10 こ の関係は、 じっ さい、 後に起こ る1857年のセ ポイ の反乱に至る過程に見る こ と がで き る。

東イ ン ド会社は、 1765年にベ ンガル地方の地税徴収権 を獲得 し て以来、 イ ン ドの統治 ・ 行政

機関と しての地位 を確立 して ゆき、 1813年にはイ ン ド貿易の独占権を失い1833年には中国貿

易 を含むい っ さいの貿易活動から手 をひい て、 完全なイ ン ドの統治機関と な っ た。 しか し、

その兵力の殆 どは、 地元セ ポイ 人から成 る もので、 (50年代のは じめ、 20万以上の兵力の内イ

ギリ ス人は 3 万人ほ ど) イ ギリ スは、 こ の軍隊 を も ちい てイ ン ド内外にその領土 を拡大 し、

中国と のアヘ ン戦争におい て も こ の軍隊の一部 を動因 し、 しかも その費用 をイ ン ド人の税金

で賄 っ てい た。 イ ギリ ス人将校は、 セ ポイ 人た ち を ' tender as a woman' (Hibbert 49) と 見

な していたのだが、 1857年セ ポイ 人た ちによ るイ ン ド大反乱 (セ ポイ の反乱) が起こ る。

11 た と えば、 Jennie Batchelor 編集の The Histor ies of Some of the Penitents In the M agdalen-
House (1760) では、 この 'duty' の絆は、 明らかに搾取と して描かれてい る。 母親が娘 Fanny
に言 う ' I desire you will learn to respect your mother more: your duty is to believe everything
I say, and do everything I bid you, or I shall disclaim you for my child: I will harbour no 
undutiful children ' (102) は、 売春 をも促すこ と が仄めかさ れ、 Fanny は売春宿で働 く こ と に

な る。 同様に、 Dombey and Son で も、 極貧の売春婦と して登場する Alice Marwood も貪欲な

母親によ っ て売春婦へと 身 をお と すこ と にな る。 
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によ っ て、 デ イケ ンズは、 未だ旧体制に縛 られた国の衰退 を暗示 し よ う と した

こ と にな る。

しか し、 デ イケ ンズは単純に旧体制のみを批判 して、 新旧の交代 を是と して

い るわけではない。 何故な ら旧体制の支配下に置かれ、 時にその権力 を覆そ う

とす る不気味な力 を蓄えたカーカーは操死、 ネイ テ ィ ブは外国人で結局イ ギリ

ス国内では何の役割 も果た さず、 ド ン ビーに反逆 したイ ーデ イ ス も国外に逃れ

るからだ。 さ らに注目すへきは、 ド ン ビー商会に隣接す る シテ イの界隈で、 長

年船具商 を営み、 甥のウオル タ ー (Walter Gay) を育ててき た ソル (Solomon 
Gills) や彼の友人カ トル船長の存在である。 彼らは、 一見 ドン ビーやバグス ト ッ

ク と は対照的にみえる。 たと えば、 娘のフ ローレ ンズが行方不明にな ろ う と 、

気に もかけ ない ド ン ビーと は異な り 、 ソルは海難事故に見舞われた甥のウオル

ター を追っ て一人探 しに向か う。 カ トル船長も、 友人た ちに降 り かかっ た災難

は、 いつ も我が身に重ね合わせて助け を惜 しま ない し、 教育のない貧民の子 ど

も には毎晩本 を読 んでや る な ど、 温 も り と 優 し さ を備 えてい る。 しか し、 ' I 

am an old-fashioned man in an old-fashioned shop, in a street that is not the 
same as I remember lt. I have fallen behind the time, and am too old to catch 
it again ' (53) と言 う ソルやカ トル船長もまた、 旧体制に属す る人物で、 じつ

は ド ン ビーやバ グス ト ッ ク が善と化 した人物た ち と 考え る こ と も でき る。 つま

り 、 デイ ケ ンズは古い体質に警鐘を鳴ら しながら も、 古い時代の価値観 を完全

に否定するのではな く 、 その肯定的な側面を も同時に提示 してい るこ と になる。 

む し ろ、 彼が強調 しよ う と したのは、 新旧の世代交代とい う よ り は、 新旧の相

互関係の重要さ なのではないか。

先にウラ ニア慈善において、 旧弊なク ーツ とは対照的な進取の思想 をデ イケ

ンズが体現す る こ と を示 した。 しか し、 その一方で Peter Ackroyd が、 作家に

内在す る熱意や画期的 な社会改革への意気込みから 、 デ イ ケ ン ズ を 'a pre- 
Victorian' (Ackroyd 1080) と 定義 したよ う に、 彼の中には ド ン ビーに通 じ る

旧世代的な要素 もふんだんに見出 され る。 つま り 、 対立す る価値観 を二つなが

らに備えた存在がデイ ケンズであっ て、 こ の作品には、 彼の内部におけ る両者

の葛藤と その融合の在り方が示唆されてい るのだ。 

3 . 女性の力

こ う したデ イケ ンズの内的な葛藤と融合は、 男女の立場の逆転が生 じたウラ

ニア 慈善 をめ ぐ る ク ー ツ と デ イ ケ ンズの関係に も見る こ と がで き る。 Dombey 
and Son に描かれた様々な新旧の対立の背後に 「女性」 の問題が示唆されてい

るのは、 ク ーツ と の関係が作家の意識に生み出 した ジェ ンダーの問題の重要性
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を明 らかにす る。 ウラ ニア創設の計画において、 二人の根本的な対立の根源に

あっ たのは、 売春婦た ちが何を信 じて生き るこ と への活力とす るのか、 であっ

た。 そ して、 現世的な救済が必要と 考え るデイケ ンズに対 し、 ク ーツは 「信仰」

とい う観念的な ものを中心に据えた。 独立独行のセルフ メ イ ドマ ンであるデイ

ケ ンズは、 労働 を聖と信 じ、 それによ っ て現実的な報い を得てき た。 それゆえ、

彼は、 ウラ ニアの運営に際 して、 職業教育に重き を置いた。 しか し、 病気を癒

し治すイ エ スの 「奇蹟」 を信 じ る熱心な福音主義のク ーツは、 モ ラル教育を重

視 した。 慈善を現実的な ものに しよ う とす るデイケ ンズと 、 自身の信条を重視

す る ク ー ツが、 対照 をな してい たので ある。'2 しか し、 こ う し た決定的な意見

の対立を見ながら も、 最終的に、 ク ーツが固執す る宗教教育や因習的な考え を

デ イ ケ ンズは受容 し、 またデ イ ケ ンズの拘る職業訓練 をク ーツは受け入れ、 そ

のこ と によ っ て、 ウラ ニアは従来の売春婦保護施設にはない要素を持つに至っ

た。'3 対立 を経て両者の融和から生まれた彼 ら のウラ ニ ア Home のよ う に、

Dombey and Son に描かれる主従関係が表すメ ッセージはシンプルだ。 和解と

調和がなければど ち ら も生き残れない。 社会は停滞 して しま う ので ある。

デ イ ケ ン ズに と っ て 、 社会は葛藤 と 変容 を繰 り 返す 世界 なのだ ろ う 。 

Dombey and Son に繰 り 返 し あらわれる 「波」、 あるいは 「水」 の背景描写は、

社会が本来持つ流動性 を象徴 して もい る。 そ して、 時代の大き な変容 を表す も

のと して際立っ てい るのが、 活発で賢い女性た ちの存在だ。 ド ン ビーの権威に

真っ 向から対抗 しよ う と す るイ ーデ イ スの他に も、 た と えば、 メ イ ドのスーザ

ン (Susan Nipper) は、 主人 ド ン ビーに身分や性差を超えて率直に意見す る し、

乳母のポリ ーは、 赤子のポールがフ ローレ ンズと 触れあ う こ と の大切 さ を主人

ド ン ビーに訴えた。 興味深い こ と に、 彼女た ちはそれぞれの夫から敬われて も

い る。 こ の点で、 デイ ケンズは、 男性の支配 を覆す女性の力のあるこ と を、 こ

の小説において示唆 してい るよ う に思われる。 しか し、 こ のよ う な女性の力が、

家庭内に収ま らず社会に台頭 して く るこ と はあるのだ ろ う か。

じつは、 ク ーツ を中心 と して、 現実の社会で、 すでにその可能性 を示唆す る

よ う な出来事が起こ っ ていたのである。 

After the solicitor had finished reading the will, there was silence from the 
seven men in the room. It was broken by the Duke, who nervously expressed 

12 Kathryn Gleadle は、 デ イ ケンズの 'Unitarian' 的アプロ ーチ と ク ー ツの 'Evangelical ' 的ア

プローチの違いが、 両者の立場の対立を生んだ と論 じている (132)。

13 ウラ ニア創設におけ る ク ーツ と デ イ ケ ンズと の意見の対立と 融合の詳細につい ては、 稿 を

改めて論 じ る。 
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his gratitude to bis tate wife for what she had left him (in a codicil, as it 
happened) adding: ' I hope none of the family grudge it me, and that we 
shall all live in harmony '
It was Lord Dudley who replied: ' I see no reason to the contrary '
There was nothing more to be said. They all bowed and left the room 
(0rton 46) . 

1837年 8 月10日ク ーツの祖母 Duchess of St Albans の遺書が読み上げられたと

きの様子である。 長子相続制が当然の社会にあっ て、 23歳の若い女相続人の誕

生に、 驚きや戸惑いが交差 していただ ろ う。 筆頭相続人と なっ たクーツはも ち

ろん同席すら していなかっ た。

イ ギリ スは1837年の遺言法 (Wills Act of 1837) の制定によ り世襲財産制度

が廃止され、 遺言によ り娘に も財産を遺すこ と が可能になっ た。 参政権がない

女性に と っ て、 財力は、 それに匹敵す る力強い糧であり 、 女王の即位 も相俟つ

て、 社会におけ る女性の台頭 を後押 しす るこ と になる。 こ う した時代を背景と

して書かれた ド ン ビー家の跡取 り をめ ぐ る物語には、 ま さ にク ーツ と の交わり

を通 して彼が日の当た り に した、 女性の社会的地位 をめぐ るデ イ ケ ンズの見解

が託 されてい る と 考えられる。 そ して、 そのデ イケ ンズの考え を反映す るのが、

スーザンやポリ ーのよ う な賢い下層労働者に加えて、 ド ン ビーの家父長的な価

値観に真っ向から対立 し、 最終的にその崩壊 をも たらすイ ーデイ ス、 そ して何

よ り 、 一見従順な 「家庭の天使」 と 見え る ド ン ビーの娘 フ ロ ー レ ンズで ある。

ド ン ビーの姉ルイ ーザは、 フ ロー レ ンズが家督 を相続す るな ど千年経っ て も

有り得ない と断言す る (63)。 じっ さい フ ローレ ンズの存在は、 ド ン ビー商会

の傍で長年船具商を営むソルで さ え、 甥のウオル ターが商会の様子を語るまで

知ら なかっ たほどで ある。 そこ に古い時代の男性中心の価値観 を見るこ と がで

き る。 ウオー リ ツク城に ド ン ビーやバ グス ト ッ ク な どが集 う場面は、 こ の男子

中心の跡取り制度に対す る作家の痛烈な風刺と なっ てい る。 なぜなら、 財産目

当てに娘 を ド ン ビーの後妻に据えるスキュ ー ト ン夫人は、 こ こ でヘ ンリ ー八世

を褒め上げるが、 そのヘ ン リ ー八世はチ ュ ーダ家の統治 を安定させ るために血

族に拘り 、 男子の世継ぎ を授かるために次々と妻 を迫害、 処刑へと追い込んだ

絶対君主だからである。

も っ と も争い を避け るために血族の男子後継者に拘っ たヘ ンリ ー八世とは異

な り 、 男系の財産相続への ド ン ビーのこ だわり はその理由がはっ き り してい な

い。 女性は駄目だ、 嫌いだ とい っ た側面ばかり が目立つ。 た と えば、 息子 を亡

く し、 傷心旅行へ旅立っ た ド ン ビーは、 後に した屋敷や娘フ ローレ ンズのこ と
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を思い出す。 

She had been unwelcome to him from the first [-]. Her loving and innocent 
face rising before him, and had no softening or winning influence. He re- 
jected the angel. Her patience, goodness, youth, devotion, love, were as so 
many atoms in the ashes upon which he set his heel (313) . 

こ こ に並べられたフ ローレ ンズの属性は、 当時の典型的な女性像に通 じ る。 そ

れ を拒絶 し、 踏みに じ る ド ン ビーの姿は、 バグス ト ッ ク がネイ テ ィ ブ を容赦な

く 虐めてい る姿に重な るだ ろ う。 こ の ド ン ビーの女性嫌悪は、 ド ン ビー と カ ー

カ ーと の関係に もひそかに表 されてい る。 すでに述べたよ う にカ ーカーは男性

であり ながら女性的な要素を備えた人物である。 跡取り のポールが亡く なる と、

彼は先ず娘フ ローレ ンズに忍び寄り 、 ド ン ビー家の婿 と なる機会を う かがう。 

と こ ろが、 ド ン ビーはハ ンサム (handsome) 、 あるいは傲慢な (haughty) と形

容 される男性的なイ ーデ イ ス と 再婚 し、 カ ーカーの企みは崩れ去 る。 ド ン ビー

はカーカーに深い信頼を寄せていたはずだが、 商会の跡取り にカーカー を迎え

るつ も り な ど毛頭な く 、 む し ろ男性で あり ながら女性的な彼と は対照的に、 女

性で あり ながら男性的な要素 を備えたイ ーデ イ ス を妻に迎え る。 そこ に、 彼の

秘かな女性嫌いが示唆 されてい る。

女性 を排除 しよ う とす る ド ン ビーには、 商会の統治者に対す る作家のジェ ン

ダー観が反映 さ れてい る よ う に思われ る。 英国は1711年に創設の The South 
Sea Company'4 によ るいわゆる 「南海泡沫事件」 を契機 と して、 会社経営につ

いての法律が強化 された。 以後、 イ ギリ ス国内では株式会社制はあま り普及せ

ず、 企業は二、 三人、 多 く て も数人の共同出資者が事業を経営す るとい う無限

責任の共同事業制が主流と なっ た。'5 こ の無限責任制では、 国からの援助は一 

切見込めない。 よ っ て、 ド ン ビー商会が前代未聞の倒産に見舞われたと き も資

本家で経営者の ド ン ビーがその責務 を一人で負 う ので ある。 Leonore Davidoff 
は、 18世紀から19世紀にかけての会社の在り方 を 'The personality of the entre- 
preneur, or partners, was the firm' (200) と 言い表すが、 それは、 真摯 な態度

が経営者に要求されるこ と を的確にあらわしたものだ。 これだけの大き な責任

を会社の責任者が担 う とい う こ と を踏まえる と 、 男系の跡継ぎへの ド ン ビーの

こ だわり は単な る女嫌いではな く 、 重責を女性がどこ まで背負えるのかとい う

14 こ の会社は前作品 Martin Chuzzle、,、;,it (1843-44)
Li fe Insurance Co. と して登場 してい る。

15 村岡 135-36に詳 しい。 

で Anglo-Bengalee Disinterested Loan and 
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疑問を率直に示す ものかも しれない。

しかも、 伝統的に女性は男性の所有物である とい う意識があり 、 こ れを解決

しない限り女性の台頭な ど所詮無理で ある。 April London はこ う した女性観

の源 を、 次のよ う に説明す る。 

Women's embodiment of customary and more modem understandings of 
property derives from two sources: on the one hand, the extrinsic significa- 
tion women carry in their legal status as the property of father and husband 
and, on the other, the intrinsic meaning they potentially exercise as posses- 
sors of their own persons (6) . 

興味深い こ と に、 - 見極めて男性的な世界 を描い たかと 見え る Dombey and 
Son でのフ ローレ ンズの扱いからは、 女性を男性の所有物とす る概念を何と か

速 ざけよ う とす るプロ ッ ト が見えるのだ。 た と えば、 父親から無の存在と され

る彼女は、 じつは我知らず ド ン ビー を絶えず不安に させ、 その存在 を揺 さぶる

人物で も ある。 ま た、 イ ーデ イ スのかけお ち騒動で ド ン ビー を慰めよ う と した

フ ローレ ンズが暴力 を受け屋敷を出て行 く 場面は、 日の出頃の町の賑わいが実

にすがすがし く 描かれ、 彼女の新 しい旅立ち を予感させる。 加えて彼女が向かっ

た先は、 叔母ルイ ーザのも と ではな く ウオル ターの叔父 ソルの船具商店であっ

た。 こ こ は、 彼女 を ド ン ビー家の後継者 と みなす ソルた ちが、 彼女のために乾

杯 した家だから、 彼女を蔑ろにする ドン ビー一族の影響や価値観から、 彼女を

解放す る意図を、 そこ に読みと るこ と ができ る。

またフ ロー レ ンズは自分の意思でウオル ターとの結婚 を決意す る。 彼は ド ン

ビー商会で働き だすが、 商会の方針に抗っ たために、 す ぐに西イ ン ド諸島へ左

遷される。 帝国の植民地へ到着す る前に彼の乗っ ていた船は遭難 し、 彼は中国

の商人に助け られて船荷監督人と して中国での ビジネ スに携わっ て ゆく 。 こ の

ウオル タ ーの履歴 を考え る と 、 彼 と の結婚は、 更な る象徴的な意味 を持つよ う

に思われ る。

1830年代の自由貿易運動の高ま りは、 1833年の東イ ン ド会社の中国貿易独占

権の廃止や、 1839年の反穀物法同盟の誕生から1846年の穀物法撤廃にいたる大

き な う ねり と なっ た。 も っ と も、 こ の 「自由貿易」 は、 じつは対等のものでは

な く 、 政府は必要と あれば武力に訴えて 「自由貿易帝国主義」 と 呼ばれる政策

を と り 、 こ れが中国と の貿易に施行 さ れて、 アヘ ン戦争 (1839-42) の火種と

なっ たのだ。 注意 したいのが、 イ ギリ スが中国に強制的に押 し付けていたのが、

イ ン ド産アヘ ンで、 イ ギリ ス商品ではなかっ たとい う点だ。 自由貿易が叫ばれ
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るなか、 実は、 自由なはずの対中国輸出は妨げられていた。'6 アヘ ン戦争の勃

発が、 中国が広東に到着 したアヘ ンを焼却 したこ と にあるこ と を考えると、 ウオ

ル ターが中国側の商人に雇われ、 中国の港に到着する船荷監督の仕事に従事 し

ていたこ と は、 彼 を植民地支配の体現者ではな く 、 あく まで も白由貿易の推進

者 とす る作家の意図 を示す と考えられる。

じっ さい、 彼がフ ローレ ンズと 結婚後に中国へ旅立ち、 英国を留守にする設

定には、 大英帝国から距離を置こ う とす る意図が見える。 中国へ旅立つ用意は、

'Limited and plain' (851) と描かれ、 結婚式に向か う途中に裕福な界隈を通り

過ぎ る様子は、 次のよ う に描かれる。 

Riches are uncovering in shops; jewels, gold, and sliver flash in the golds 
mith's sunny windows; and great houses cast a stately shade upon them as 
they pass. [-] they go on lovingly together, lost to everything around; think- 
ing of no other riches, and no prouder home, than they have now in one an- 
other (870) . 

彼 らは、 こ れらのステー タ ス シンボル と は無縁で ある こ と が強調 されてい る。 

二人は、 所有の概念から自由だ し、 男女が同等の立場にある。 この彼らのあり

方は、 フ ロー レ ンズの犬が、 古代ギリ シアの哲学者であり 、 物質的快楽を求め

ず、 唯一の正 しい政府を世界政府、 自身を世界市民と称 し、 女性と子供の権利

を主張 し たデ イオゲネ ス (Diogenes) で あるこ と に も象徴 されてい る。

こ のよ う に慣習的な女性から少 し発展 した女性 を、 デイ ケンズはフ ローレ ン

ズに体現させた。 典型的な 「家庭の天使」 と見えるフ ローレ ンズに潜む新時代

におけ る女性の台頭の気配は、 おそら く 、 ウラ ニア創設 をめ ぐる女相続人ク ー

ツ との葛藤や融合の経験を経て、 デイケ ンズが実感 した ものだ ろ う。 しか し彼

は、 彼女 を屋敷の女相続人と はせず、 む し ろ、 理想の母、 妻、 娘である、 いわ

ゆる 「家庭の天使」 と しての姿を強調 した形で物語に幕 を降ろす。 会社と同様、

屋敷の相続人と なるには、 先祖の築いた財だけではな く 、 何代に も亘る家系の

威厳 も引き継がなければな ら ない。 その重み を、 デ イ ケ ンズは、 彼に と っ ての

女性の理想像である 「家庭の天使」 に一致させるこ との難 し さ をも同時に実感

したのだ ろ う。 ク ーツはある意味で、 その両方 を体現 してい たよ う だが、'7 そ

う した女性がデ イケ ンズ小説のヒ ロイ ンにな るのは未だ先のよ う である。 

16 モー ト ン 384-389に詳 しい c 
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結び

Dombey & Son は、 海上制覇を可能に した海軍軍人、 そ して時間と労働 を支

配す るブル ジ ョ ワ商人とい っ た、 英国の支配権を掌握 してき た者た ちが、 時代

の移り変わり のなかでそれぞれの価値観に固執 しつつ生き る さ ま を浮き彫り に

した。 頑なで横柄な支配者た ちに与えられる裁きは厳 しい。 ド ン ビーは破産、

ド ン ビー商会に大き な投資を していたバグス ト ッ ク少佐も連鎖 して大損 を被る。 

同時に、 デ イケ ンズはこ の小説において新たな時代の幕開け を予感 させてい る

が、 こ の正体が一体何で あるのかを、 はっ き り と示 し てはい ない。 1832年の

Reform Act に よ り 貴族の完全 な支配は終わり 、 民主によ る政体が始 ま っ た結

果、 スケ トルズ (Sir Barnet) のよ う な急進派がさ らに台頭す るのか、 鉄道 と

い う新たな動力に関わる ト ウー ドルのよ う な労働者が結束 してい く のか、 未だ

漠然と してい るよ う で ある。 そ して、 重要なのはこ の大き な流れに女性は含ま

れるのだ ろ うかといっ た疑問である。 Dombey and Son の執筆において、 デイ

ケ ンズが ド ン ビーの跡取り 息子ポール を死に至ら しめる意図を密かに知らせて

いた相手は、 もはや従来の執筆における相談相手のフ オース ターではな く 、 クー

ツであっ た とい う (Johnson 91) 。 こ の事実は、 作家デ イケ ンズが、 女性の優

位 を受け入れ、 認めるに至っ たのが、 ウラ ニア慈善とい う 現実の社会運動にお

いてだけにと どま らず、 作家 と しての領域にも及んでいたこ と を、 う かがわせ

る。 また、 ウラ ニア慈善をと お して、 彼が真の女相続人に見た ものは、 高い教

育性、 内に秘めた堅固で安定 した自己、 そ して何よ り も女性特有のセ ク シヤリ

テ イの不在だっ たのではないだろ うか。 と り わけウラ ニア女性と の対比の中で、

ク ーツの姿は女性のセ ク シヤリ テ イ を問題視 させる姿勢 を作家の意識に もたら

したはずだ。 そ して、 こ のこ とは、 作家 を新たな女性像の創造へと導いて ゆく

ので ある。 次作 David Coppe old におい て、 デ イ ケ ンズは、 いわゆる家庭の

天使型女性で主人公の妻と なるアグネ ス を描 く と同時に、 コケテ イ ツシュ な ドー

ラや、 ウラ ニアの経験が直接的に反映されたマーサとい う売春婦と 、 ステ イ ア

フ オースに誘惑されて駆け落ちの末捨て られる堕ちた女エ ミ リ ーな ど、 多様な

女性像を描き出すこ と になる。 そ して、 それに続 く Bleak House (1852-53) で

は、 母親の堕落の影 を背負い ながら、 自身は家庭の天使的な純潔 を保 ち、 同時

に 「家政婦」 と し て屋敷 と 家庭の運営 を任 さ れる女主人公エ ス タ ー (Esther 

17 ク ー ツの秘書を10年以上の長期にわた り務めていた Charles Churchill Osbome は、 彼女につ

いて、 次のよ う に自身の日記に書き留めてい る。 'The aristocratic influence of a long line of 
descent were concentrated in her; grace of person, grace of speech, exquisite daintiness and re-
f inement, a delicate perception of distinctions, perfect ease of manner; the Faculty of winning 
obedience without effort; and the gi ft of erecting impassable yet imperceptible barriers against 
familiarity' (177) . ド ン ビ一家の威光 を受け継いでいない フ ローレンズの造型と は対照的だ。 
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Summerson) へ と発展 してい く ので ある。 
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